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１ 新潟工科大学の AP事業の取り組み体制 
 本学は、地域産業界の想いのもとに開学した工科系大学であり、「産業界及び地域の発展に貢献で

きる技術者」を輩出することを大きな使命としています。多様化する本学の入学者の力を最大限伸ば

しながら学士としての質保証を図っていくことを目的としています。 
 AP事業の体制は、学長のガバナンスの下、教育担当副学長が事業担当者として大学改革を推進して
います。実働組織として教職協働型の「教育改革加速チーム」は、学長と教育担当副学長の直下に位

置し、他部署との協議を経ることなく、迅速で自由度の高い取り組みができる体制となっております。 
2 産業界のニーズを反映した取り組み 
●企業が求める基礎力の調査の実施 

 多くの企業が本学で学生と直接交流する「対話型企業技術・要素会」の機会を利用し、企業にアン

ケートを実施しています。企業が求める基礎学力と社会で活躍するための人間力の回答を業界別に分

析し、その結果を用いてAP事業の取り組みを進めています。 

●「企業が求める基礎学力到達度テスト」の実施 

 企業が求める人材を輩出するため、企業への調査結果をもとに工学の基礎となる分野として、数学、

物理、及び英語の基礎学力テストを作成し実施することで卒業までの学力変化を可視化しています。 

●「人間力セルフチェック」の実施 

 本学では将来仕事に携わる上で必要な人間力として、「NIIT 人間力」（挑戦力、創造力、コミュ

ニケーション力）を設定しており、学生は各自の人間力を自己評価しています。 

 人間力の自己評価結果と、企業が求める基礎学力到達度テストの結果を可視化することにより、学

生自身が身に着けなければならない力を強く認識できる仕組みとしています。その結果はポートフォ

リオとして蓄積され卒業まで継続して活用しています。 

3 産業化のニーズと学修成果を活用した学生指導の実施 

 産業界のニーズと可視化した学修成果をもとに、担当教員との面談を通じて、入学した早い段階か

ら産業界や地域の求める人材とはどのような人材なのかを理解しながら、自身の進路を見出すことが

可能となっています。 

4 学修成果の可視化システム「達成度自己評価システム」のフィロソフィー 
 ディプロマポリシーとの関連性を明確にし、「達成度」は、人間力、到達度テスト、将来の夢・目

標、自己評価、成績など、項目別にレーダーチャートやグラフでビジュアル化しています。そして、

レーダーチャートによって自己評価による間接評価と成績による直接評価が対比され、ディプロマポ

リシーの各項目をどのくらい達成したのかがわかりやすく示されます。自分がどの項目を得意とする

のか、また、どの項目が不得意で克服する必要があるのか、学生自身がイメージできるようにしてい

ます。学生は達成度自己評価システムで、これら情報によって自分の力を確認しながら、PDCAサイク

ルによる学びの改善ができるようになっています。具体的には、学期の始めに学びの目標をたてて、

目標達成に向けた学びを実行し、学期の終わりに学びによって身についた力を確認して、次学期の学

びの改善に役立てています。 
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１ 本学は 2014 年度に「大学教育再生プログラムテーマⅡ：学修成果の可視化」の採択を契機に新

たな教育改善への取り組みを開始した。 

 

本学の取り組みの概要は以下の通り。 

 

①  卒業時アウトカムの策定・3つのポリシーの見直し 

これまでのプロセス基盤型教育（教育者が何を教えたか）からアウトカム基盤型教育（学習者が

何を学び取ったかを評価する）への転換を行うため、学生に獲得させるべき能力を卒業時アウト

カム（コンピテンス・コンピテンシー）として策定し、この卒業時アウトカムを身に付けた人材

育成を行う教育への転換を行った。併せてディプロマ、カリキュラム、アドミッションの3つの

ポリシーの見直しを行い、新たに策定した卒業時アウトカム（コンピテンス・コンピテンシー）

を本学のディプロマポリシーとして位置づけた。 

 

②  新シラバスの作成 

新規入力項目を追加した新シラバスのレイアウトを考案するとともに、従来の科目評価と異なる、

学生が獲得した能力を数値化して可視化する方略を考案した。 

 

   ディプロマポリシー（DP）及び学士力の到達度の可視化 

  各開講科目の行動目標ごとにコンピテンス・コンピテンシー、行動目標の属性（知識・技能・ 

態度）の3領域と、達成の難易度3段階、評価方法を設定した。この設定に基づき、科目の単位 

数と評価点を用いて数値化し、コンピテンス・コンピテンシーおよび学士力ごとに集約するこ 

とで学生ごとに獲得した能力を数値化して可視化した。 

 

③  教育活動の検証とカリキュラムの改定 

これまでのカリキュラムでは、能力が獲得できる機会に濃淡があることが明らかになったため、

科目配置の見直しや新規必要科目の検討等のカリキュラムの改定を行った。 

 
これらの取り組みは新規構築した電子シラバス上で運用した。この電子シラバスを効果的に運用 

していくため、教育支援・教学ＩＲ室が企画・運営する「学修成果の可視化」に関する FD・SD ワ 
ークショップを実施し、活用の推進を図った。 FD・SD ワークショップの複数回実施により、Web  
Base 電子シラバスシステムの周知とともに新規運用をスムーズに開始することができた。今後は機 
能の追加や改変、他のツール間との連携や閲覧アクセス数の記録とその活用を行うことで、教育改 
善への取り組みを進めていきたい。 
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